




第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書   
１．共通事項 
行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 
鎌倉の特徴的な地形で、社寺、武家屋敷、別荘など古くから土地

利用がおこなわれてきた場所であります。 
 

まち並みの連続性 緑に囲まれた戸建住宅が主体の街並みである  

周辺建物のデザイン 
一般住宅が主ですが、所々に近代鎌倉を象徴する洋館や邸宅などが見

られる。 
 

眺 望 景 観 閉じた谷あいの緑の間に建築物が見え隠れする。  

景 観 資 源 谷あいの緑と山並み。  

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

配 置  ◎ 
建物は低層ですが、道路側に駐車場を配置し奥に生垣を設け、 

眺望景観に配慮しました。 
 

形 態 意 匠  〇 
建物の構造上勾配屋根が出来ないので、建物周囲に緑地を設け

て、まち並に調和するよう配慮しました。 
 

色 彩  〇 
基調色は、周辺まち並・緑を考慮し色合いは、Ｙ、ＹＲとし彩度

４以下としました。 
 

建 築 設 備  〇 
屋上に太陽光ﾊﾟﾈﾙを設置していますが、高さを39cmと低くし周囲 

から見えにくくしました、空調屋外機はﾊﾞﾙｺﾆｰ床置きとしました。 
 

外 構 緑 化  ◎ 
建物の人工的な印象を和らげる為に、建物周囲は緑地及び道路側に

は生垣（中木）を設け周辺まち並の調和に配慮しました。 
 

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

造 成  〇 造成は周辺高さに合わせて最低限の切土・盛土としました。  

擁 壁  ◎ 
隣地境界のＣＢは化粧ＣＢ又は吹付ＣＢとし、全体の調和に配

慮しました。 
 

敷き際・緑化  ◎ 
敷地周囲は緑地及び道路側には生垣（中木）を設け周辺まち並の

調和に配慮しました。 
 

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 
















